
要求公表・予算案公表

1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

要求からの主な変更点 要求どおり

 概算事業費（B（A）+C） 102,189 76,209 74,000 68,455

概　算

人件費

0.20 0.20 0.20 0.20

1,663 1,652 1,652

94,209 70,357 72,348 66,803

100,526 74,557 72,348

シニア大学生アン

ケートにおける満足

度

80% 80%

信州ねんりん

ピック参加者

数

2,600人 2,800人

1,652

66,803

シニア大学

入学者数

1,264人 1,300人

Aの

財源
7,465 4,200

目標 成果 達成状況

成果目標の達成状況

予

算

額

前年度繰越

項目

当初予算 102,537 74,557 72,348 68,082

現況

（見込）

Ｈ２５

合計 68,082 -1,279 66,803

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度 25補正後25補正後25補正後25補正後

H26

目標

補正予算 -863 -1,279

合計（A) 101,674 74,557 72,348

成果目標・

事業内容

○シニア大学入学者数：1,300人

○信州ねんりんピック参加者数：2,800人

○シニア大学生アンケートにおける満足度:80％

（単位：千円）　

項目 実施方法 H25実施内容

H25

（補正前） （２月補正） （補正後）

長野県長寿社会開発セン

ター運営事業補助金

補助金・

交付金

・シニア大学の企画、運営

・信州ねんりんピック（式典、講演会、スポーツ交流

大会、高齢者作品展等）の開催

 ・全国健康福祉祭（スポーツ交流大会、文化交流

大会等）への参加　等

68,082 -1,279 66,803

目指す姿

高齢者の生きがいづくり、健康づくりへの支援及び高齢者の社会参加活動の推進を図り、豊かで活力のある長寿社会の実現を目指

す。

現状

○長寿社会開発センターが、シニア大学の統一プログラム作成等を行う「シニア大学運営委員会」を新たに設置し、社会参加の重要性

や具体的な活動方法などを学ぶカリキュラムや社会参加活動への橋渡しについて検討を行っており、、H25年度から実施することとし

ている。

○信州ねんりんピックで活動成果発表会を開催し、大学生のモチベーションを高めるとともに、シニア大学を広く県民にＰＲする。

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 県下10広域に支部を構築し、全県的に事業を実施していくためには、県

の関与が必要である。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

◆高齢者の活躍の促進 実施期間 H元 ～

課・室 健康長寿課

総合５か

年計画

プロジェクト  E-mail kenko-choju@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

事業番号 04 07 01 事業改善シート （25年度実施事業分）　　□当初要求　　□当初予算案　　■補正予算案　　　□点検
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当

課

部局 健康福祉部


